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安曇野」を理念に掲げ、さまざまな事業を行ってきました。　　

介護事業の展開

障がい福祉のあゆみ

子育て支援の充実

ファミリーサポートで広がる助け合い

介護事業では、 市内５地域でデイサービスセンターを運営するほ

か、 訪問介護、 訪問看護、 居宅介護支援を行っています。

デイサービスセンターでは、 年間を通じて季節の行事や、 地域ボ

ランティアを招いた楽しい余暇活動を実施。 また、 利用者と児童館

を利用する子どもたちとの世代間交流も行い、 地域全体での温かい

関わりを大切にしています。

障がい福祉事業では、就労や社会参加、日常生活を支援する

取り組みを続けてきました。合併当初は法律や制度が十分でな

い時代でしたが、制度が整った現在では「すてっぷワーク」として

作業所を運営しています。

自主製品のひとつ「ま ・めぞん」のお豆腐は、長野県豆腐品評

会に４年連続入賞、県知事賞を受賞するなど高い評価をいただ

いています。

平成２５年度以降、市内９か所すべての児童館の管理運営を担っています。

地域の方を講師に招いた農園活動や、児童館まつりなど多彩な行事を開催

し、子どもたちの健やかな成長を支えています。

また、「放課後児童クラブ事業」により、働きながら子育てをするご家庭を応

援しています。

ファミリーサポート事業では、「子育てに手助けが必要な方」と 「子育ての手

助けができる方」をつなぎ、地域の中で、支え合いながら子育てができる仕組み

を推進しています。

毎年、託児を担う会員を増やすために養成講習会を開催し、地域全体で子育

てを応援する輪を広げています。

安曇野市社協　　20 年のあゆみ
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■安曇野市社協では２０年間、「支えあい誰もが安心して暮らせる福祉のまち

地域福祉事業の推進

災害への備えと支えあい

コロナ禍でのつながりづくり

地域福祉事業では、 心配ごと相談事業や生活福祉資金貸付事業

など、 さまざまな事業を市から受託し、 運営してきました。

また、 子どもたちに福祉への関心を高めてもらうために 「福祉教

室」 も実施しています。

写真は、 合併当時に行われた 「老人大学入学式」 の様子です。

現在は 「あづみの活躍カレッジ」 として、 その学びの場が受け継が

れています。

災害 ・ 防災に関する事業や被災地の支援活動にも取り組んできまし

た。 「災害ボランティアセンターの設置運営訓練」 や 「災害時住民ささ

えあいマップの作成」 に加え、 子どもたちを対象とした 「防災運動会」

も実施し、 楽しみながら防災を学べる場をつくっています。 これらは多

くの方に親しまれる人気の事業となっています。

コロナ禍によりさまざまな行事やイベントが中止となるなか、 音楽ボランティ

アの皆さまによる演奏を YouTube で配信するなど、 新しい企画に挑戦しまし

た。 「人とのつながりがなくなって寂しかったけど音楽で元気をもらえた」 とい

った嬉しい声も寄せられ、 改めて人と人とのつながりの大切さを実感しました。

地域の皆さまが集う地区のサロン活動も、

社協は長年支援し続けています。

各支所では 「福祉まつり」 が行われ、 来場

者が 1,000 人を超えることもあります。

安曇野市社協　　20 年のあゆみ
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第１９回安曇野市社会福祉大会
テーマ 「安曇野市社協２０年 ～地域と共に、 時代と共に～」

開催日 ： 令和７年９月２０日 （土）　 　場 所 ： 安曇野市豊科公民館　　　共 催 ： 安曇野市

後 援 ： 安曇野市民生児童委員協議会 安曇野市ボランティア連絡協議会 安曇野市シニアクラブ連合会 安曇野市身体障害者福祉協会 

安曇野地区保護司会 安曇野市公民館長会 安曇野市医師会 安曇野市商工会 松本人権擁護委員協議会 安曇野地区更生保護女性会 

安曇野市遺族会 安曇野市赤十字奉仕団　安曇野市区長会　安曇野市教育委員会　信濃毎日新聞社 市民タイムス 

あづみ野テレビ株式会社 あづみ野エフエム 安曇野市社会福祉協議会支部 ・ 地区社会福祉協議会　

安曇野市社会福祉協議会は、令和７年１０月３日に設立２０周年を迎えます。

これもひとえに、地域住民の皆さまの温かいご支援の賜物であり、心より感謝

申し上げます。

この２０年間で、私たちを取り巻く生活環境は大きく変化しました。ふだん

の暮らしの幸せを守るためには、人と人とのつながりがこれまで以上に大切

になってきています。その思いを込めて、地域の皆さまと共に明るい未来を創

り出すことを願い、第１９回安曇野市社会福祉大会を開催しました。

福祉功労者表彰式
地域福祉の推進に尽力され、 その功績に対し
表彰された皆さまです。 （敬称略 ・ 順不同）

◎社会福祉事業の推進について特に顕著な功績又は善行があった個人又は団体　

大谷　今朝人　　　　堀内　袈裟康　　　　古屋　智恵子　　　　矢澤　久男　　　　まごころサービスボランティア

安曇野地域会ボランティア部会　　　　古厩地区ボランティア会　　　　うさぎの会　　　　まめの会　

◎民生児童員として長年にわたり在職された方

佐々木　静江　　　　赤羽　敦子　　　　佐藤　惠　　　　内田　しのぶ　　　　矢野口　富代　　　　丸山　美枝　

長﨑　良孝　　　　中倉　敏英　　　　髙橋　正光　　　　久保田　栄次　　　　藤原　美和子　　　　丸山　みどり

青栁　のり子　　　　遠藤　晉　　　　丸山　和弘　

◎社会福祉法人安曇野市社会福祉協議会の評議員として在職された方

山田　賢一　　　　中島　美智子

◎社会福祉法人安曇野市社会福祉協議会の会長として在職された方

小松　正直

災害 ・ 防災アイデアコンテスト表彰式
受賞作品は社協 HP
に掲載しております。

◎小学校低学年の部

◎小学校高学年の部

◎中学生／高校生の部

最優秀賞 藤﨑　そよ（豊科南小）

最優秀賞 岡田　瑚子（豊科南小）

最優秀賞 有元　健（豊科北中）

優秀賞 浅川　日和（豊科北小）

優秀賞 場々　真咲（穂高北小）

優秀賞 中澤　結稀（豊科南中）

優秀賞 大場　麻央（三郷小）
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安曇野市社協２０年の歴史をたくさんの写真とともに
振り返りました。次ページでも一部を紹介しています。

教育評論家で法政大学名誉教授の「尾木ママ」こと、尾木直樹氏をお招きし、
ご講演していただきました。

■「写真で振り返る安曇野市社協の２０年」

■「みんなでつくろう！子どもが育つ地域社会
～尾木ママ流 共感子育て～」

「安曇野市社協の２０年を振り返る」をテーマに、時代と

ともに変化してきたさまざまな事業やエピソードが紹介

されました。

懐かしい写真も多く、２０年の歴史を実感できる企画と

なりました。来場された皆さまにとっても 『社協とは何

か』を改めて知っていただく貴重な機会となりました。

これからも引き続き、住民の皆さまに 「笑顔と元気」を

届けられるよう努めてまいります。

講演会では、テレビでおなじみの親しみやすい

雰囲気そのままに、ユーモアを交えながら、次のよ

うに心温まるお話をいただきました。

「今の子どもたちは、私たち大人が経験しなか

った“コロナ禍”や“デジタル（AI）の導入” と い っ

た時代を生き抜いています。そのこと自体に大き

なリスペクトがあります。だからこそ、子どもたち

の将来については、大人が一方的に決めるのでは

なく、一緒に考え、共に歩むことが大切なのです。

『頑張れ』という言葉をよく耳にしますが、みん

なもう十分頑張っています。だからこそ “そのま

ま”でいい。その姿で今を輝かせることで、１０年

後も必ず輝き続けています。」

最後に、「ありのままを輝く」という前向きな言

葉を力強く伝えられました。

２０周年特別企画

講演会

客席からのご登場！

観客の皆さまから「尾木ママ～！」と大歓声があがりました。

その他、２０周年企画として、来場された皆さまへの記念品のプレゼント ・出張児童館による屋内ワクワクあそび

コーナー ・講演会の生中継などを実施しました。
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赤い羽根共同募金は

「じぶんの町をよくするしくみ」です。

■今年も１０月１日から全国一斉に

　　　　　赤い羽根共同募金がはじまります。

赤い羽根共同募金は、コロナによってもたらされた孤立や孤独

の問題、虐待、DV、不登校、ひきこもり、生活困窮、災害など現代

社会のさまざまな課題を解決するために活用されています。

募金は「困っている誰かのためにできるボランティア活動のひ

とつ」でもあります。身近に参加できるボランティア活動として、

ぜひ募金にご協力をお願いいたします。

障がいをお持ちの方も高齢者も
一緒になって楽しめる日帰りバスツアー

【ふれあいバスの旅】

車いす利用者の外出支援

【車いす移送車輌貸出事業】

子どもの学習支援事業

【こどもピット】

能登半島地震の復旧支援

【災害ボランティアバス】

■地域でさまざまな活動をされているボランティア・福祉団体等へ

赤い羽根共同募金による助成を行っています。

安曇野
ほっと ・ ハット ・ くらぶ

病気の治療により頭髪を

失った方へ、タオル生地で

帽子をつくりプレゼントす

る活動を行っています。

高齢者の生きがい・仲間づ

くりを目的に、花壇づくり

や作品展などの活動をし

ています。個人会員の募集

も始めました。

災害時に備え、サロンでは

防災マップの読み合わせ

や災害時調理（ポリ袋クッ

キング）なども取り入れて

活動しています。

安曇野市
シニアクラブ

和どころ
（細萱区 新屋）
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安
曇
野
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
１０
月
１
日
か
ら
始

ま
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に
合
わ
せ
て
、
街
頭
募
金

活
動
を
行
い
ま
す
。

一
緒
に
募
金
へ
の
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
開
催
時
期
：１０
月
下
旬
か
ら
１１
月
上
旬

■
開
催
場
所
：市
内
の
ス
ー
パ
ー
等
の
商
業
施
設

■
内

容
：
募
金
の
呼
び
か
け
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど

※
そ
の
他
詳
細
や
お
申
し
込
み
に
つ
い
て

社
協
本
所
地
域
福
祉
係
（７２-

１
８
７
１
）

あ
づ
み
ん
８
月
号
に
掲
載
し
た
「
木
綿
の
布
募
集
」
に
つ

い
て
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
木
綿
の
布
の
募
集
は
こ
の
た
び
を
も
っ
て
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
じ

お
す
す
め
情
報
！

「
何
か
活
動
を
始
め
た
い
け
れ
ど
、
何
か
ら
手
を
つ
け

れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い

い
の
？
」
と
迷
っ
て
い
る
方
に
お
す
す
め
な
の
が
「
ボ
ラ

カ
フ
ェ
」
で
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
や
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
♪

■
毎
月
第
３
木
曜
日 

午
前
１０
時
～

次
回
開
催
日
・
・
・１１
月
２０
日
（木
）

誰
か
と
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
…
そ
ん
な
方
に

は
「に
じ
の
縁
側
」が
お
す
す
め
で
す
！

■
毎
月
第
１
火
曜
日 

午
前
１０
時
～

　

 

次
回
開
催
日
・
・
・
１１
月
４
日
（火
）

■
「ボ
ラ
カ
フ
ェ
」、「に
じ
の
縁
側
」に
つ
い
て
問
合
せ

さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
じ
（
72-

３
０
１
３
）

令
和
７
年
４
月
入
職

新
人
の
目
線
か
ら

お
届
け
し
ま
す
！

７
月
に

「
堀
金
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
準
備
の
際
、
上
司
か
ら

「
支
所
の
事

業
で
一
番
規
模
の
大
き
な
事
業
だ
か
ら
、
頑

張
ろ
う
」
と
鼓
舞
さ
れ
、
気
合
い
を
入
れ
る
一

方
で
、身
構
え
る
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
当
日
、
私
の
担
当
し
た
ブ
ー
ス
に

て
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
が
お
祭
り
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
姿

や
、
堀
金
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ま
に
よ
る
力
強
い
演

奏
に
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
い
る
嬉

し
さ
と
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
な
が
ら
事
業
の
運
営
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ

「
今

年
も
無
事
に
終
わ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
気
持
ち
と
と
も

に
、
堀
金
ふ
れ
あ
い
祭
り
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

街
頭
募
金

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

木
綿
の
布
の
ご
提
供

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
い
方
向
け
！

「
ボ
ラ
カ
フ
ェ
」

誰
か
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
…

「
に
じ
の
縁
側
」
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市
内
84
カ
所
の
地
区
社
協
を
訪
ね
て

安
曇
野
市
内
の
地
区
社
協
を
当
会
職
員
が
取
材
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

豊
科
・
真
々
部
地
区
社
協

８
月
31
日
に
真
々
部
区
で
行
わ
れ
た
「
お
や
こ
で

お
祭
り
準
備
会
」の
様
子
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

お
や
こ
で
お
祭
り
準
備
会
と
は
、
「
区
外
か
ら
引

っ
越
し
て
き
た
ご
家
族
に
も
真
々
部
区
の
伝
統
的
な

お
祭
り
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
」
「
同
世
代
、
特
に
男

親
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
、
知
り
合
い
に
な
る
機
会

を
作
り
た
い
」
と
い
う
思
い
で
、
令
和
６
年
か
ら
始

ま
っ
た
企
画
で
す
。

真
々
部
区
で
は

「
祭
親
連

（
さ
い
し
ん
れ
ん
）」

と
い
う
団
体
が
お
祭
り
の
盛
り
上
げ
部
分
の
運
営

を
担
い
、
地
区
社
協
が
準
備
会
を
支
援
す
る
と
い

う
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
約
４０
名
の
親
子
が

参
加
し
、
山
車
や
子
ど
も
神
輿
に
ご
祝
儀
を
出
し

た
方
へ
お
渡
し
す
る
「花
」を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

竹
の
棒
に
折
り
紙
を
巻
く
作
業
は
な
か
な
か
難

し
く
、
慣
れ
な
い
方
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
３
人
の
子
ど
も
を
連
れ
て
き
た
お
母
さ
ん

は
面
倒
を
見
る
の
に
困
っ
た
様
子
の
な
か
、
隣
の
席

の
親
御
さ
ん
や
祭
親
連
の
方
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど

「
さ
り
げ
な
い
支
え
あ
い
」
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は

「
お
宮
も
遠
い
の
で
お
祭
り

に
馴
染
み
は
な
か
っ
た
が
、
興
味
が
わ
い
た
し
、
初

め
て
話
し
た
人
も
い
て
よ
か
っ
た
」
と
仰
っ
て
い
ま

し
た
。
祭
親
連
の
方
は

「
子
ど
も
が
参
加
す
れ
ば
、

親
も
来
て
く
れ
る
。
今
後
も
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
い
て
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

区
外
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
方
が
、
な
か
な
か
地

域
に
馴
染
め
な
い
と
い
う
課
題
は
各
地
に
あ
り
ま

す
。
お
祭
り
は
比
較
的
多
く
の
方
が
興
味
を
持
た

れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
お
祭
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

す
る
こ
と
で
参
加
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

以
前
は
、
地
域
の
お
祭
り
も
露
店
が
多
く
出
て

い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
社
協

で
は
、
わ
た
あ
め
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
射
的

・
輪
投

げ
な
ど
、
お
祭
り
で
使
え
る
備
品
の
貸
し
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。〝
お
祭
り
を
通
し
た
地
域
の
絆
づ

く
り
〟
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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お 知 ら せ

第３２回　みさとふれあいマーケット

～安曇野市社協２０周年 地域をひとつに 三郷をひとつに～

一緒にフレイル予防しませんか？

安曇野市社協２０周年特別企画

地域の皆さまのふれあい・交流・活動発表の場として、今年もみさとふれあいマーケットを開催します。

皆さまのご来場をお待ちしております。

■開催日 ： 令和７年１１月３０日（日）午前１０時～午後２時　※雨天決行

■会 場 ： 社協三郷支所（三郷福祉センター）

■内 容 : 住民の方からの提供品によるチャリティーバザー、福祉団体による自主作品の販売・展示・ステージ

発表、お楽しみコーナー、模擬店（キッチンカー）など

※内容は変更、中止する場合がありますのでご了承ください。

■問合せ ： 社協三郷支所　ＴＥＬ：77-8080

※チャリティーバザーの収益金は、全額が地域福祉事業推進のために使われます。

三郷地域では、お住いの地区の中でバザーの提供品を募集します。詳しくは地区で

回覧するチラシをご覧ください。

その他の地域の方は、 三郷支所までお問い合わせください。

エンジョイシニア！実践おたっしゃ塾 参加者募集！

本誌１２ページのプレゼント応募方法について

■開催日 ： 令和７年１１月２１日～令和８年２月１２日・毎週木曜日（初回のみ金曜日）

１３：３０～１５：００/全１２回　※途中の回からの参加も可能です。

■場 所 ： 社協堀金支所 （安曇野市堀金老人福祉センター・集会室）

■内 容 ： 講師の指導による軽体操、 歌に合わせた脳の体操、 お口の健康や栄養の話など

■対 象 ： ６５歳以上の方

■申込期間 ： １１月４日（火）～１１月７日（金）

■定 員 ： ２５名　※定員以上の応募があった場合は抽選となります。

■問合せ・申込み ： 社協本所 介護事業課 TEL：88-8507

【応募のながれ】

クイズを解くと、５文字のキーワードが完成します。件名に「安曇野市社協２０周年プレゼント応募」と記載し、完成し

たキーワード、郵便番号、ご住所、 お名前、年代（任意）を明記のうえ、ご応募ください。

■応募方法 ： 応募フォームまたは、 ハガキにて受け付けます。

■応 募 先 ： 安曇野市豊科 4160-1

安曇野市社会福祉協議会　本所　広報担当まで

■応募締切 ： 令和７年１１月２８日（金）　（当日の消印有効）

※当選の発表は、景品の発送をもってかえさせていただきます。

※応募の際にいただいた個人情報は、景品の発送以外の用途に使用することはありません。

■問 合 せ ： 社協本所　ＴＥＬ：72-1871　総務課　広報担当

応募フォーム

参加費無料
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ファミリー ・ サポート ・ センター事業

　協力会員募集！～子育てのお手伝いをしませんか？～

子育て支援事業

　豊科中央児童館 新館オープン記念イベント開催！

ファミリー・サポート・センターでは「令和７年度協力会員養成講習会（後期）」を開催します。

協力会員として必要な技術や知識を学んでいただく講習会です。

お子さんが好きな方であれば、 資格は不要です。

お気軽にご参加ください。

■日 程 ： 令和７年１１月２０日（木）・１１月２９日（土）・１２月５日（金）

※令和７年度から講習を３日間に短縮することで、 受講していただきやすくなりました。

※時間および内容については、 ホームページをご確認ください。 （QR コード参照）

■会 場 ： 社協堀金支所 （堀金老人福祉センター 憩いの里うらら内）

■応募条件 ： 安曇野市内在住の２０歳以上の方

■問合せ ： 安曇野市ファミリー ・ サポート ・ センター （社協堀金支所子育て支援係内）

TEL ： 71-1125

mail ： pokkapoka-famisapo@azuminoshakyo.or.jp

受講料無料

無料託児あり

（要予約：定員あり）

★詳細 ・ 申込みは
こちらから➡

令和６年４月から行っていた建て替え工事が無事終了し、 新しい豊科中央児童館がついに完成しました！

工事期間中は、 別館での児童館運営等にご理解とご協力をいただき、 誠にありがとうございました。

つきましては、 「豊科中央児童館新館オープン記念イベント」 を開催いたします。

木のぬくもりに包まれた、 温かく、 素敵な雰囲気の児童館です。

多くの皆さまのご参加をお待ちしております！

■日 時 ： 令和７年１１月１日（土）１０：３０～１５：30

■会 場 ： 豊科中央児童館 （新館）　

■問合せ ： 豊科中央児童館　TEL ： 72-0122

〈特別イベント〉

■10：30～　　豊科南小学校吹奏楽部の皆さんによる記念演奏

子どもたちが奏でる迫力のある演奏をお楽しみください♪

■14：30～　　バブリン先生のしゃぼん玉ショー

たくさんのしゃぼん玉や、 大きなしゃぼん玉に大人も子どもも大興奮！

〈飲食コーナーもあります！〉

あづみ野だんご、 アルルのパン屋、 当会すてっぷワークの販売 （かえで焼き、 喫茶たんぽぽ）

※新館への引っ越しに伴い、現在の仮設児童館は１０月１４日（火）から閉館となります。
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乳 …乳幼児　 乳０ …０歳児　 乳１ …1 歳児　 乳２ …2 歳児　
小 …小学生以上　 乳１上 …1 歳以上　乳１未 …1 歳未満　 費用 …必要

児童館「おでかけカレンダー♪」

はこちらからご覧ください。

対象年齢

児童館11月の行事予定

※対象年齢の記載がない行事に関しては、０歳から１８歳（高校生）までが対象です。

豊科中央　TEL 72-0122 高家　TEL 72-5685 南穂高　TEL 71-5150
１４日（金）

１７日（月）

２０日（木）

２８日（金）

10：30～１２：00

育児相談・身体測定

11：00～11：20

おはなし会

10：30～11：30

「ソルトマラカス作り」

10：30～11：30

みんなあつまれ

「いかねーかい合同運動会」

乳

乳

乳

７日（金）

８日（土）

１４日（金）

１５日（土）

10：30～12：00

育児相談・身体測定

10：30～12：00

チャレンジタイム

「卓球教室」

11：00～11：20

おはなし会

10：30～11：30

チャレンジタイム

乳

乳

費用

１３日（木）

１８日（火）

２１日（金）

２８日（金）

11：00～12：00

みんなで学ぼう

「食育と簡単☆幼児食」

11：00～11：30

にこにこタイムスペシャル

10：30～12：00

育児相談・身体測定

10：30～11：00

みんなあつまれ

乳

乳

乳

乳

乳

穂高中央　TEL 84-0762 穂高北部　TEL 83-5494 穂高西部　TEL 82-2527
７日（金）

１５日（土）

１９日（水）

２１日（金）

10：30～11：30

みんなあつまれ「やきいも会」

10：30～11：30

チャレンジタイム

「ペットボトルキャップ工作」

11：00～11：20

おはなし会

10：30～12：00

育児相談・身体測定

乳
費用
小

乳

乳

１２日（水）

１４日（金）

１９日（水）

２１日（金）

10：30～11：30

地域の知恵袋

身体測定   9：30～12：00

育児相談  10：30～12：00

読み聞かせ11：00～11：15

10：30～11：30

～スクラップブッキング～

10：30～11：30

費用

乳

乳

乳

１２日（水）

２８日（金）

２８日（金）

10：30～11：30

子育て相談「ママカフェ」

10：30～12：00

育児相談・身体測定

11：15～12：00

離乳食カフェ

乳

乳

乳

三郷　TEL 76-0185 堀金 TEL 71-2122 明科 TEL 62-2482
７日（金）

２１日（金）

２５日（火）

10：00～12：00

育児相談・身体測定

10：30～11：30

10：30～11：00

乳

乳

乳

８日（土）

１７日（月）

２１日（金）

２８日（金）

10：30～11：30

チャレンジタイム

「フラワーアレンジメント」

10：30～12：00

育児相談・身体測定

10：30～11：30

10：30～11：30

みんなで学ぼう

「 運動遊び」

小
費用

乳

乳

乳

１２日（水）

１５日（土）

２０日（木）

２２日（土）

２８日（金）

10：30～11：30

あかしなフレンドパーク

10：00～12：00

地域の知恵袋「うどん作り」

10：30～12：00

育児相談・身体測定

14：00～15：30

ステップアップクライミング

10：30～11：30

乳

費用

乳

小

乳

０歳児親子

どなたでも

お試しキッズパークぴよぴよちゃん

「シャカシャカキーホルダーを作ろう」

「手作りボールであそぼう！」

「ママヨガちょこっと親子体操」

だっこちゃん「塩キャンドル作り」　

「身体にやさしいバスボム作り」

みんなあつまれ「おしゃべりタイム」

１１月生まれハッピーバースデー

ちょこっとタイム「絵本と工作」

おはなし会 あめんぼの会さん

みんなで学ぼう「消防署見学」

行事の詳細については、社協ホームページ （お出かけカレンダー♪） をご覧いただくか各児童館にお問い合わせください。

児童館

インスタグラム

小中学生

小中学生

小

市内９つの児童館合同イベント

「アズミンピック２０２５　みんなで運動会」を開催します！

■日時 ： 11月29日（土）9：20～12：45（受付9：00～）

■場所 ： 穂高総合体育館アリーナ （現地集合 ・ 現地解散）

■対象 ： 小学生

■内容 ： 大玉おくり・障がい物競走・祝２０周年社協かえで焼きゲットレース

玉入れ ・ 綱引き

■申込み・問合せ ： 各児童館へ その他詳細はこちら➡

■休館日　２日（日）　３日（月）文化の日　９日（日）　１６日（日）　２３日（日）勤労感謝の日　２４日（月）振替休日　３０日（日）
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■発 行 日	 2025年10月16日（木）

■編集 ・ 発行	 社会福祉法人 安曇野市社会福祉協議会

■ E-mail	 sasaeai@azuminoshakyo.or.jp

■ U R L	 azuminoshakyo.jp

■印　　　刷	 有限会社 安曇印刷

※社協だより「あづみん」は皆様の会費によって発行されています。

※社協だより「あづみん」の配布についてのお問い合わせは、㈱ペーパー・

シャワーズ まかせて安曇野 TEL（０２６３）８８-４９８６までお願いします。

安曇野市社協だより あづみん 10月号 No.120

●お楽しみ会　13：00～15：00

■穂高会館	 4日（火）・25日（火）

■明科支所	 11日（火）

■三郷支所	 12日（水）・２6日（水）

■豊科支所	 14日（金）

■堀金支所	 18日（火）

※明科は10：00～12：00

●介護相談●心配ごと相談　13：００～16：００

ホームページ

安曇野市社協では、一緒に働いてくださる方を募集しています。詳細は、ホームページの採

用情報をご覧いただくか、本所総務課までお問い合わせください。　（TEL：72-1871）

相
談
は
無
料
で
す
。

★
印
は
要
予
約
日
で
す
。

令
和
７
年
度
４
月
よ
り

豊
科
の
会
場
が
変
更
と

な
り
ま
し
た
。
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

□本 所	 〒 399-8205	 長 野 県 安 曇 野 市 豊 科 4 1 6 0 - 1	 TEL(0263)72-1871	 FAX 72-9130

□豊 科 支 所	 〒 399-8205	 長野県安曇野市豊科 4027-3	TEL(0263)73-7143	 FAX 73-7147

□穂 高 支 所	 〒 399-8303	 長野県安曇野市穂高 5808-1	 TEL(0263)82-2940	 FAX 82-9621

□三 郷 支 所	 〒 399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛 2198-1	TEL(0263)77-8080	 FAX 77-8081

□堀 金 支 所	 〒 399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川 2132-6	TEL(0263)73-5288	 FAX 73-5775

□明 科 支 所	 〒 399-7101	 長野県安曇野市明科東川手 606-2	 TEL(0263)62-2429	 FAX 62-5025

※各種事業は状況により中止や変更となる場合があります。 事前にご確認ください。

■豊科公民館	 5日（水）

■堀金支所	 ★10日（月）

■穂高会館	 18日（火）

■明科支所	 ★21日（金）

■三郷支所	 ★27日（木）

■居宅介護支援センター

■平日８：３０～17：３０

（土曜・日曜・祝日は除く）

■TEL：71－5735

～ご寄付のお礼～　あたたかな善意ありがとうございます。 ご厚意に深く感謝申し上げます。 （順不同）

■株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ　様　・・・再生紙（3,000枚）　　　■花岡　伸泰 様　・・・シュレッダー

■酒井　清　様　・・・バスタオル（１０枚）　　　■石川　信一　様　・・・お茶詰め合わせ、缶詰め、のり（多数）　　

■髙橋　あや子　様　・・・毛糸、木綿の布（多数）　　　■安田　長子　様　・・・お米（１０㎏）

■安曇野ひろし　様　・・・スクリーン、オーディオセット、プロジェクター

予約は事務局まで TEL：88-8707

過去の広報誌は

ここから見れるよ !!

＼ 安曇野市社協２０周年特別企画 ／

クイズを解いてプレゼントをゲットしよう！

応募キーワード５文字を完成させよう！キーワードを記入して応募すると、 抽選で２０名様に 『社協すてっぷワーク たんぽぽ

のクッキー、 かえでの家のかえで焼き、 ま ・ めぞんのお豆腐の無料引換券』 をプレゼントします！ （３枚セット）

★応募方法の説明は、 9 ページに掲載しています。

【問１】　認知症を正しく理解し、 認知症の方やその家族をあたたかく見守る

応援者の名称。

（ヒント ： ８月号 No. １１９　ボランティア情報誌内）

【問２】　運動会の楽しさを味わいながら、 防災に関する知識や知恵を身につ

け、 地域で助け合う大切さを学ぶことができる会。

（ヒント ： １２月号 No. １１５　ボランティア情報誌内）

【問３】　ボランティアについて 「何か活動を始めたいけれど、 何から…」 「ど

こに相談すればいいの？」 と迷っている方におすすめ。

（ヒント ： １０月号 No. １１４ ボランティア情報誌内）

【問４】　今年度、 安曇野市朗人大学から名称を変更しました。

（ヒント ： ２月号 No. １１６　１６ページ目）

【問５】　命に関わる病気やケガなど、 もしもの時に備えて自分の希望や思い

を家族や大切な人と話し合って共有しておくことの名称。

（ヒント ： ８月号 No. １１９　６ページ目）

答え※□の中は、 ひらがなで埋めてください。

【答１】　認知症□
①

□□□□

【答２】　□□□
②

□運動会

【答３】　ボラ□□□
③

【答４】　□
④

□□□活躍カレッジ

【答５】　□□□□
⑤

会議

応募キーワード

① ② ③ ④ ⑤


